
                                          

     

私
た
ち
前
橋
東
高
校
野
球
部
は
、
現
在

選
手
十
七
名
で
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
前
東
野
球
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
思

考
自
走
」
。
自
走
と
は
、
選
手
が
主
体
性
を

持
ち
、
自
ら
の
意
思
で
判
断
し
た
り
指
示

を
出
し
た
り
、
そ
し
て
、
行
動
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
監
督
の
小
暮
先
生
が
理
想
と

し
て
い
る
の
は
「
夏
の
大
会
に
監
督
が
い

な
く
て
も
勝
て
る
チ
ー
ム
」
。
そ
の
チ
ー
ム

に
近
づ
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
一
つ
の
こ

と
に
対
し
て
、
よ
り
深
く
考
え
、
新
し
い

発
見
や
気
づ
き
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
最
大
の
武
器
は
、
試
合
巧
者

に
な
る
た
め
の
『
思
考
力
』
で
す
。
日
々

の
練
習
で
は
自
分
自
身
で
考
え
る
機
会
が

多
く
、
野
球
Ｉ
Ｑ
を
少
し
ず
つ
高
め
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
手
だ
け
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
多
く
重
ね
、
反
省
点
や

改
善
策
な
ど
の
意
見
を
活
発
に
出
し
合
い

ま
す
。
誰
も
が
発
言
で
き
る
雰
囲
気
が
あ

り
、
県
内
一
の
選
手
間
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。 

             

      

『
思
考
力
』
と
同
じ
く
私
た
ち
が
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
『
粘
り
強
さ
』
で
す
。

た
と
え
試
合
の
序
盤
中
盤
と
劣
勢
で
あ
っ

て
も
、
終
盤
の
集
中
力
や
修
正
力
に
よ
っ

て
打
開
し
、
最
終
的
に
勝
利
を
収
め
る
野

球
で
す
。
歴
代
の
チ
ー
ム
が
、
練
習
試
合

や
公
式
戦
で
こ
の
よ
う
な
勝
ち
方
を
多
く

経
験
し
た
こ
と
で
、
前
東
野
球
部
の
試
合

理
念
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
先
輩
方

で
あ
る
「
創
部
初
の
春
４
強
、
夏
８
強
を

成
し
遂
げ
た
チ
ー
ム
」
や
「
創
部
初
の
中

毛
リ
ー
グ
覇
者
と
な
っ
た
チ
ー
ム
」
、
「
ス

タ
ー
選
手
不
在
で
夏
８
強
に
輝
い
た
チ
ー

ム
」
は
、「
後
半
勝
負
」
の
信
念
を
最
後
ま

で
貫
き
、
ど
ん
な
と
き
で
も
焦
ら
ず
冷
静

に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
戦
い

方
を
、
私
た
ち
前
東
野
球
部
の
強
み
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

                  

           

 

私
た
ち
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
見
た
前
東

の
選
手
の
良
さ
は
、
素
直
で
真
面
目
な
と

こ
ろ
で
す
。
普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
感

謝
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
練
習
で
は
、
選

手
そ
れ
ぞ
れ
が
声
を
か
け
合
う
こ
と
が
で

き
、
手
を
抜
か
ず
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
と
後
輩
の
仲
が
と

て
も
良
く
、
先
輩
の
後
輩
に
対
す
る
熱
心

な
指
導
に
よ
っ
て
、
前
東
の
良
き
伝
統
が

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                   

                     

前
東
の
選
手
は
、
新
チ
ー
ム
結
成
時
や

雨
天
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
時
な
ど

に
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
す
。
技
術
を
習
得

す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
動
作
目
標
を
持

っ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
野

球
選
手
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
動
作
を

分
析
し
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
自
分
の
動

作
と
比
較
す
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

自
分
の
動
作
の
修
正
点
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
で
、
そ
の
選
手
に
合
っ
た
練
習
法

を
探
り
、
問
題
解
決
を
し
て
い
き
ま
す
。 

前
東
で
は
、 

打
撃
ド
リ
ル 

や
投
球
ド
リ 

ル
を
通
し
て
、 

合
理
的
な
フ 

ォ
ー
ム
を
習 

得
し
ま
す
。 

 

 

前
東
の
思
考
野
球
に
お
け
る
基
礎
の
徹

底
を
図
る
た
め
に
、
確
認
テ
ス
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
確
認
テ
ス
ト
は
、「
攻
撃
」「
守

備
」「
走
塁
」
と
三
部
門
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
問
ず
つ
あ
り
ま
す
。
小

暮
先
生
が
、G

o
o
g

le

フ
ォ
ー
ム
で
問
題

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
入
部
し
た
ば

か
り
の
新
入
生
が
学
ん
だ
り
、
定
期
的
に

上
級
生
が
確
認
し
た
り
し
て
、
前
東
野
球

の
徹
底
事
項
を
た
た
き
こ
み
ま
す
。
基
礎

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
考
え
方
が
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
発
展
さ
せ
た
野
球
は
奥
が
深

く
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
し
、
成
長
の

実
感
が
持
て
ま
す
。 
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前東野球部通信 2024 年 9 月 22 日（日曜日） （１） 

 

 

 ☆春季大会 ベスト４(創部初) 

 ☆選手権大会 ベスト８(創部初) 

 

 ☆若駒杯 ベスト６ 

(創部初 決勝トーナメント進出) 

 ☆若駒杯 ベスト６ 

(２年連続 決勝トーナメント進出) 

 ☆秋季中毛リーグ大会 優勝(創部初) 

 

 ☆春季中毛リーグ大会 ３位 

(２季連続 決勝トーナメント進出) 

 ☆春季大会 ベスト８ 

 ☆秋季中毛リーグ大会 ３位 

(３季連続 決勝トーナメント進出) 

 

 ☆選手権大会 ベスト８ 

 

 ☆春季中毛リーグ大会 ３位 

☆選手権大会 ベスト８ 

 ☆秋季中毛リーグ大会 準優勝 

（県ベスト 8 相当以上） 

  
 

部員：20 名(２年 6 名、１年 11 名、ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 名) 

   ※中学時 軟式 14 名、硬式 3 名 

指導者：小暮直哉監督、福島清隆部長、中田祐貴ｺｰﾁ、岩田啓吾ｺｰﾁ 

練習時間：月水金 15:50～19:00 木 16:50～19:00 

     火は全体練習なし 土日は主に練習試合 

練習環境：学内ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ、室内練習場(人工芝)、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 

主なＯＢ：神田直輝（群馬大学―読売ジャイアンツ―藤岡北高校野球部監督） 

     戸松克仁（群馬大学―群馬ダイヤモンドペガサス―福島レッドホープス 

―中学校教員） Google フォーム『THE 前東野球』 

監督紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

小暮直哉監督（こぐれなおや） 

 

1984 年東京都生まれ、前橋市

育ち。 

富士見中―前橋高―早稲田大。 

前橋高時代は１番・捕手として

2002 年のセンバツ出場。大学

卒業後に前橋工コーチを経て監

督になると 2010 年のセンバツ

出場。2010 年夏準優勝、

2011 年夏ベスト４進出。

2012 年秋から前橋東監督。

2017 年春ベスト４、夏ベスト

８、2021 年春ベスト８、

2022 年夏ベスト８、2024 年

夏ベスト８進出。 

保健体育科教諭。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑こちらの書籍に小暮監督の指

導理念・方針が掲載されていま

す。ぜひご覧ください。 

今夏主将 
山口選手(３年) 
玉村中学校出身 

↓ 

↑ 
栁岡選手(３年) 
木瀬中学校出身 



       

前
東
の
選
手
は
野
球
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
が
強
い
で
す
。
性
格
的
に
は
「
優
し
過

ぎ
る
」
「
遠
慮
が
ち
」
「
控
え
め
」
と
、
あ

ま
り
勝
負
事
に
向
か
な
い
選
手
が
多
い
気

が
し
ま
す
が
、
野
球
に
お
い
て
は
頼
も
し

い
精
神
力
で
闘
っ
て
く
れ
ま
す
。
定
期
的

に
、
監
督
の
小
暮
先
生
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
用
し
て
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。
小
暮
先
生

が
作
成
し
た
メ
ン
タ
ル
強
化
テ
キ
ス
ト

『
「
思
考
」
が
心
を
強
く
す
る
』
は
三
十
ペ

ー
ジ
に
も
及
び
、
メ
ン
タ
ル
強
化
に
お
け

る
理
論
や
実
践
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
手
た
ち
は
、
物
事
を
プ
ラ
ス
に
考
え
て

い
く
「
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
思
考
回
路
」
、

失
敗
を
引
き
ず
ら
な
い
「
ク
リ
ア
リ
ン
グ

能
力
」
、
前
例
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
に
な

り
が
ち
な
「
先
読
み
や
感
情
的
決
め
つ
け

の
弊
害
」
、
緊
張
を
楽
し
む
「
緊
張
と
の
付

き
合
い
方
」
な
ど
、
心
を
強
く
す
る
方
法

を
学
び
ま
す
。
性
格
的
に
弱
く
て
も
、
思

考
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
強
い
心
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
暮
先
生

曰
く
「
俺
も
究
極
の
ビ
ビ
り
だ
か
ら
気
の

弱
い
選
手
の
気
持
ち
が
わ
か
る
。
心
を
強

く
持
つ
た
め
の
思
考
法
を
選
手
に
教
え
る

と
と
も
に
、
自
分
に
も
言
い
聞
か
せ
て
い

る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。 

      

 

６
年
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
用
の
ト
ラ

ク
タ
を
前
東
同
窓
会
に
購
入
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
毎
日
念
入
り
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
行
う
た
め
、
地
面
の
状
態
は
大
変

素
晴
ら
し
く
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
バ
ウ
ン
ド

の
な
い
守
備
の
上
達
に
最
適
な
環
境
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
け
が
の
防
止
に
も

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。 

室
内
練
習
場
は
、
数
年
前
、
保
護
者
会

の
皆
様
に
よ
っ
て
人
工
芝
が
敷
き
詰
め
ら

れ
ま
し
た
。
打
撃
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

     

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ナ
イ
タ
ー

照
明
に
よ
っ
て
日
没
後
も
ボ
ー
ル
を
使
用

し
た
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

        

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
環
境
も
大

変
充
実
し
て
お
り
、
チ
ー
ム
全
員
が
柵
越

え
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
て
る
パ
ワ
ー
を
目
指

し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

       

                       

前
東
と
い
っ
た
ら
「
吹
奏
楽
部
」
。 

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
金
賞
の
常

連
で
、
西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
も

多
く
出
場
す
る
名
門
で
す
。
夏
の
選
手
権

大
会
の
前
東
吹
奏
楽
部
に
よ
る
応
援
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
は
圧
巻
で
す
。
相
手
の
応
援
ス

タ
ン
ド
ま
で
を
も
魅
了
し
、
球
場
全
体
を

前
東
の
流
れ
に
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

ど
の
曲
も
高
い 

ク
オ
リ
テ
ィ
を 

誇
り
ま
す
が
、 

そ
の
中
で
も
チ 

ャ
ン
ス
で
流
れ 

る
『
宝
島
』
は 

ボ
ル
テ
ー
ジ
を 

最
高
潮
に
し
ま 

す
。
本
当
に
凄 

い
で
す
。 

 

【
主
将
紹
介
】 

      

Ｑ
、
主
将
か
ら
み
て
、
こ
の
チ
ー
ム
は
ど

ん
な
チ
ー
ム
で
す
か
？ 

Ａ
、
今
年
の
チ
ー
ム
は
多
様
な
タ
イ
プ
の

選
手
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ

り
、
全
員
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
成
り
得
る
チ

ー
ム
。
現
在
は
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
だ

ら
け
だ
が
、
伸
び
し
ろ
が
と
て
も
多
い
。 

Ｑ
、
こ
の
部
活
に
入
っ
て
一
番
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？ 

Ａ
、
チ
ー
ム
で
徹
底
し
て
い
た
こ
と
が
し

っ
か
り
と
で
き
、
あ
ま
り
力
の
差
が
な 

    

進
路
実
現
を
目
指
し
な
が
ら
大
好
き
な

野
球
に
打
ち
込
め
る
最
高
の
環
境
で
す
。

文
武
両
道
を
胸
に
何
事
に
も
一
生
懸
命
な

前
東
生
。
学
校
行
事
で
も
野
球
部
が
存
在

感
を
示
し
、
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
会
や
体
育
祭
で
は
ダ
ン
ス
を

披
露
し
、
学
校
中
、
拍
手
喝
采
。
野
球
部 

            

い
チ
ー
ム
に
圧
勝
で
き
た
こ
と
。 

Ｑ
、
中
学
と
の
違
い
は
何
で
す
か
？ 

Ａ
、
中
学
時
は
指
導
者
の
方
の
指
示
を
受

け
、
受
動
的
に
野
球
を
や
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
高
校
で
は
選
手
自
身
が
考

え
る
主
体
的
な
野
球
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
。
向
上
す
る
た
め
の
様
々
な
ヒ
ン

ト
を
基
に
、
思
考
力
を
持
っ
て
答
え
を

導
き
出
す
こ
と
が
必
要
。 

Ｑ
、
前
東
野
球
部
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
で

す
か
？ 

Ａ
、
意
見
交
換
が
活
発
で
、
多
く
の
情
報

を
全
員
で
共
有
で
き
る
。
監
督
、
コ
ー

チ
に
恵
ま
れ
て
い 

て
、
技
術
面
は
も 

ち
ろ
ん
、
精
神
面 

の
サ
ポ
ー
ト
も
あ 

り
、
良
い
環
境
で 

野
球
が
で
き
る
。 

    

の
一
体
感
も
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。「
人
生

一
度
き
り
。
高
校
生
活
も
一
度
き
り
。
」
前

東
な
ら
最
高
の
思
い
出
を
仲
間
と
作
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
前
東
で
群
馬
の
高
校
野
球
に
新

し
い
風
を
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。『
甲
子
園
出

場
』
新
た
な
歴
史
を
君
た
ち
の
手
で
。 

             

                                          

前東野球部通信 （２） 

 

 

 

 

筑波大学・電気通信大学・新潟大学・群馬大学・

福島大学・山形大学・茨城大学・高崎経済大学・

前橋工科大学・群馬県立女子大学 他 

法政大学・青山学院大学・日本大学・専修大学・

國学院大学・大東文化大学・順天堂大学・近畿大

学・東京薬科大学・明治学院大学・杏林大学・玉

川大学・日本体育大学・東海大学・新潟医療福祉

大学・帝京大学・高崎健康福祉大学 他 

国際航空専門学校 他 

群馬県警察 他 

(過去８年間 ※女子マネージャー含む) 

整備用トラクタ 

髙草木 瑠海 選手 

2 年／投手 

前橋宮城中学校出身 

明るく照らす LED 照明 

トレーニングルーム 
(フリーウエイト・マシン 

ともに器具が充実) 

PowerPoint 資料の一部 

創部初の中毛リーグ制覇 

2019 秋季＠上毛新聞敷島球場 

2024 年 9 月 22 日（日曜日） 

30 頁のテキスト 

人工芝の室内練習場 

年始の必勝祈願 
＠赤城二宮神社 

年末の砂浜合宿 
＠九十九里浜(千葉) 

指導理念 
～未熟な現役高校野球監督の『自戒の念』～ 

前東野球部監督 小暮直哉 

①選手を見下さない。バカにしない。蔑まない。 

②選手の立場に立って考える。状況や原因の正確な把握と理解。 

③主体性が高まるよう多くの知識を与える。指導者が勉強して野

球を教える。 

④結果を怒るのではなく、誤った過程を注意。 

⑤チームや選手が自然に育つ環境づくり。選手のモチベーション

は指導者が作る。 

⑥選手が自ら課題に気づくよう導く。気づくのが困難な場合は丁

寧に伝える。 

⑦選手のバックグラウンドに思いを巡らせる。 

⑧指導者は選手の模範となるべき。口と背中で語れるようにな

る。 

⑨勝ちは選手のおかげ。敗けは指導者の責任。 


